
1部昇格、WEリーグ
（女子プロサッカー
リーグ）参入を目指
しています。

応援、宜しくお願い
します！

「東区まちづくりパートナー協定」を締結し、協働でまちづくりを進
めている女子サッカーチーム「ノルディーア北海道」を紹介します！！

特集

　ノルディーア北海道は、2004年、総合型地域スポーツクラブ「あつまスポーツ
クラブ」のレディース部門「FC adooma」として誕生しました。2010年に「なでし
こリーグ」の育成リーグである「チャレンジリーグ」に参入、2021年より「なでしこ
リーグ2部」で戦っています。チーム名はイタリア語で「北」を意味する「ノルド」と
「女神」を「ディーア」を合わせた造語で「北の女神」を意味し、公募で北海道十勝
清水町の方に命名いただきました。

　東区東雁来にある「札幌サッカーアミューズメントパーク」を拠点に活動しているノルディーア北海道は、
全国リーグ「なでしこリーグ」2部に参戦する北海道で唯一の女子サッカーチームです。
　男子と同じルール、ピッチサイズ、ゲーム時間を採用している女性サッカーは、いわば性別にとらわれず、
個々の夢やチャレンジによって『みんなが主人公」として輝ける、これからの時代を象徴するスポーツのひと
つと言えるのではないでしょうか。

　女子は小学生時代はサッカーができる環境があっても、中学生になると男子と
一緒にプレーする環境しかないうえ、思春期という時期も重なることで競技を続
けにくくなっているのが実情です。私たちノルディーア北海道が北海道のトップ
チームとしてなでしこリーグに参戦し続けることで、子ども達がずっとサッカーを
続けられる環境を整えていきたい。そして、スポーツが持つ「感動」を多くの方々に
共有していただきたい。

ノルディーア北海道は「北の女神」

子ども達がサッカーを続けられる「環境」を作っていきたい。

　わたしたちはアマチュアのクラブチームで、選手は全員アマチュアです。平日昼間に仕事をし、夜に時間を作って
主に東区のグラウンドで練習を重ねています。土日は練習か試合。北海道で開催されるホームゲーム以外に、遠くは
福岡まで遠征に行きます。職場の理解がなければサッカーを続けることは難しいのが現実です。スポンサーさま、
サポーターさまのご支援を頂きながら、サッカーに向き合う日々を続けています。

選手全員が「アマチュア」です。

ノルディーア北海道の「存在意義」が地域の皆さまと共につくる「新たな地域の価値創造」であることを願っています。
ぜひ、練習・試合会場に足をお運びいただき、熱い声援をお送りいただきますよう宜しくお願いいたします。


